







「 荘 子 」 の 息 想 的 特 質
形成し、
その意味で外雑篇は円篇に比して中国息想史に占める位附にも大きなもの




























































































































































































































































































































































































































































































斉 物 諭 篇
の
作者はこのような知にもとついて緑り
ひ ろ け ら れ る
(4) 
恵施をめくる論 説 や 、
自 己 の 価 値 観 に 固 執 し 、
自己の立場

























且則 ち 明 を 以 て す る に 若 く 莫 し
の是非有り。
以て其の非とする所を是として
なんじ忍 に 同 し き 者 を し て 之 を ，
11






















































































































































































































































































の 鱈 決 の 決 め
の




















































に も ヵ ヵ わ 巳





























































































従 っ て そ れ は 沃 し て
II知る
II
と は と り ら な 芯
のこのよ
るかままに在るものとして受け入れるというこ
























皮 も ま た 一ノイ
． 







況 山 （ 佐 く 、
地 紐 や 人 籟 の
は 主 さ し く 地 紐 や 人 籟 か あ る が 主 裏 に
四〇
も表わされ




























































































































/ 、 、 ぎ 屈 炉 lfJ 付 格 を 価 えているOJで+める。






















































是も彼 で あ っていい、
彼 も ま 亡
に り 、












































































































に安 ん じ て 命 に




百 中 て あ る は ずの奔の放つ矢が 命 中 し な い と い う こ と は 、
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り 一 と し












































し か し こ れ に 付 さ
」とあるように）



















































































筑 波 大 学

























、文 化 す る

























































































F ] ) 音 心 伯 」 バ ィ
ヅ‘ハ了‘lI、
ー






























か 人 為 か を 見 極 め る 知 て あ る こ と が
人 と



























































































































































































































































































































































路寝有 り と 雌 ら 、







































































































































































に し て 存 り 、
油 然 と し て 氾 あ ら ず し て 詞 に 、













と が で ぎ る か ら ぐ あ る 。


































































































































































































































































































形 を 見 る 変 く 、






























田 子 方 篇の引用文に芯ける
と
同 様 に 、
要ずるに天地が自然況象の的称として存在論に糾み込まれ、 ）こにおける天は天地として連称される
く移ると謂う。
精 に し て 又 粕 、
反りて以て天を相る。
の化は均しきなり。
萬物 は 多 し と 趾 も 、
一 底 一 明 し て





































論 的 根 拠 と し ての形而上的存在であ る こ と 鱈 言 う ま で も な い 。
万 物 は 天 地の迎行を契殺と し て 生 戚 ・ 変 化 し 、









































































































































































































































































































































































































































































、 虞 守 こ ー
















































































｀ ー 、 I A 9 P . ， ヘ ヽ r l ， 又 ． ヽ�� f1.
、

































































































































に 芯 ける規則的な生 成























































































































if亡）じ寸こJ ュ ノ O n " L c `
て 欺 恥 和 粋
し
、鬼
紳 投 れ ず 、
四閂節を得
、
萬 物 傷 わ れ
す 、
翌生夭せず。
天 は 羽 く 地 卑 き 巳 岬 明 の 位 な り 知は詞に泊す（天地笥） 夫 子 曰 く 、
夫 れ 辺 ／m 淵 乎 と し て 其 れ 店 り 、
溶 乎 と し て 其 れ 沿 し


















































































































































































































































































































と あ り 、







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































形隠岬を保 ， ｝ っ て 、
芦 の お の



















































































































































































































































































ま た 人 間 世 篇 に お い て は 「 心 は 符 に 止 まる」I心の働きを知党のみにとどめるーと誡かれる所以かあった。
一 に 日 く 、













































だがそれにしてもこれまで斌 な か っ に 間 脳 、
即 ち 人 間 に お け る 神 の 州 在 を め ぐ 問 題 か 残 さ れ て いる。
筑波大学












































































































































































と な く 受 げ 入
れ




















し ヽ こ,' 9
, 
ず る にも偏らない






























































































、 I � L































































































に捩 り て 瞑 す 。 ）
と 同 趣 冒 で あ る と
の









































( 39 ) 
せざれはな り 。 し、
-‘ i i/ こ れ らの
の腐みを のであり、









展 開 さ 九 て い る
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に 外 篇 り 戚
るを知らんや、































































ぃ 間 起 で あ ろ う 。































































































































































































































































































































































































































































(39) (5Jo) (37) (36) (35) (34) 
う。
と同時に、
惜を秩序つける役闊を果すものとして位近づけら
れている。
と同じ性格をもつようになったためとされているが、
この見解には従い難い。
む
しろ原因は「心」の概念の動揺に屈せられるべきだと思う。
王先謙の分章に従って、
独立した一文として扱う。
因に成玄英は前輩に続くものとして位罐づけている。
武内義雄氏は『老子と荘子』
p152で「親」は「身」と解すべきであると述べている。
これに従う。
武内義雄氏は前掲贔Emし図において、
韮生主篇首章の論説をもとに、
荘周の思想が楊朱の全性保真説
と一致するという見解を提示している。
また澤田
多喜男氏も前掲論文において、
捉生主篇首謡に門篇韮生説の基調をもとめ、
それを索朴な捉形的韮生説と規定している。
篇末の徽言は難解であり、
従来解釈が揺れているが、
ここでは王先謂の「形雌往而紳常存、
蒋生之究兌」を妥当とし、謄神を第一義に説く応のと
解する。
こ
の
解釈には諸説があるがぷ平稿では郭象注「夫始乎迅而未笞不適者、
忘適也。
雉心帥長王、
志氣茄豫、
而自放於滑脳之地、
忽然不覺筈之為苦也」に従
「荘子外雑篇初探」（『荘子内篇謁解和批判』p氾し珀所収）斉物論篇の南郭子築・顔成子狛問答には「形固可使如禍木、
而心囚可使
如死灰乎」とあり類似の表視が述生、
知北遊、
庚桑楚、
徐無鬼の諸篇にみえる
。
蹄餓・王保間答荏朋子
・長梧子問答
参照
参照
栗田直約氏の前掲書p59によれば
pm
所収）
1ヽ
L
1／プ
「荘子」において心と神とが同義的に用いられている事実ぱ、
神が本来の性格を失って憔閂的名利を追求する「心」
